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１
頁

　
　
　
　
　
　
中
村
元
記
念
館
開
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
頁

　
　
　
　
　
　
東
方
学
院
（
松
江
校
）
講
師
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
頁

　
　
　
　
　
　
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
４
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
〇
日
、
中
村
元
先
生
の
ご
命
日
に
、
私
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
中
村
元
記

念
館
が
、
島
根
県
松
江
市
に
あ
る
大
根
島
の
中
央
に
開
設
さ
れ
、
開
館
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
霊

峰
大
山
を
望
む
こ
と
が
出
来
、
波
静
か
な
中
海
に
浮
か
び
、
中
海
圏
域
の
臍
に
あ
た
る
大
根
島
の

「
大
根
」
は
、
偉
大
な
る
根
本
を
意
味
し
、
中
村
元
の
元
に
通
じ
、
宇
宙
の
根
本
を
意
味
す
る
と
す

れ
ば
、
こ
の
上
な
い
格
好
の
場
所
で
あ
る
。 

こ
の
中
村
元
記
念
館
に
は
、
先
生
が
日
頃
使
っ
て
お
ら

れ
た
書
斎
、
著
書
、
直
筆
原
稿
、
カ
ー
ド
、
遺
品
、
日
記
な
ど
の
ほ
か
に
、
先
生
が
生
涯
か
け
て
集

め
、
利
用
し
、
先
生
の
血
と
な
り
肉
と
な
り
魂
と
も
な
っ
た
全
蔵
書
約
三
万
余
冊
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
　
こ
の
記
念
館
の
開
設
に
劣
ら
ず
重
要
な
こ
と
は
、
松
浦
松
江
市
長
の
熱
意
で
、
記
念
館
の
後
ろ
に

あ
る
小
高
い
大
塚
山
の
頂
上
に
、
先
生
の
い
わ
ば
ご
遺
言
と
も
言
う
べ
き
「
慈
し
み
」
の
こ
と
ば
の

石
碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
傍
ら
に
菩
提
樹
が
植
樹
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
私
に
は
、

先
生
の
熱
い
思
い
が
先
生
の
故
郷
の
方
々
に
温
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
多
く
の
方
々
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
る
が
、
記
念
館
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
大
塚

山
の
記
念
碑
と
菩
提
樹
を
見
な
け
れ
ば
、
中
村
元
記
念
館
を
半
分
し
か
見
た
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
今
や
中
村
元
記
念
館
は
、
松
江
の
み
な
ら
ず
、
中
海
圏
域
の
方
々
、
島
根
・
鳥
取
両
県
を
結
び
つ

け
る
象
徴
的
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
印
交
流
の
象
徴
と
も
な
り
、
ま
も
な
く

発
足
す
る
「
山
陰
イ
ン
ド
協
会
」
の
原
動
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
総
会
の
た
め
に
開
館
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
で
き
な
か
っ
た
ワ
ド
ワ
・
イ
ン
ド
大
使
は
、
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
月
二
十
一
日
に
は
平
井
鳥
取
県
知
事
を
、
二
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
に
は
松
浦
松
江
市
長
と
溝
口
島
根
県
知
事
を
訪
問
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
後
、
中
村
元
記
念
館
を
訪
問
さ
れ
た
。
大
使
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

特
に
中
村
元
先
生
が
、
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
相
や
、
ラ
ー
ダ
ー
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
大
統
領
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
っ
て
い
る
写
真
に
大
変
に
感
動
さ
れ
て
、
六
月
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

に
は
ご
主
人
と
一
緒
に
再
訪
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

 

　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
そ
の
大
使
が
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
原
文

                                                     

は
英
語
）
を
残
さ
れ
た
。

　
「
私
は
今
、
中
村
元
記
念
館
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
か
つ
非
常
に
感

　
　
動
的
な
瞬
間
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
記
念
館
こ
そ
日
印
の
絆
の
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
日
印
の
絆
は
単
に
歴
史
的
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
魂
の
絆
で
あ
り
、
価
値
観
の
絆
で
あ

　
　
り
、
宇
宙
と
こ
の
宇
宙
に
お
け
る
人
間
の
役
割
に
つ
い
て
の
共
通
の
見
解
の
絆
で
あ
り
ま
　

　
　
す
。
私
は
、
こ
の
記
念
館
の
実
現
の
た
め
に
献
身
さ
れ
た
島
根
県
と
県
民
に
感
謝
申
し
上
げ

　
　
ま
す
。
」

　
こ
の
よ
う
に
ワ
ド
ワ
・
イ
ン
ド
大
使
が
「
日
印
の
絆
の
要
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
書
き
残

さ
れ
た
中
村
元
記
念
館
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文
化
研
究
所
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。
本
研
究
所
を
拠
点
と
し
て
、
生
前
中
、
中
村
先
生
が
推
進
さ
れ
た
東
洋
思

想
・
文
化
の
研
究
を
促
進
し
、
将
来
は
、
中
村
元
研
究
を
志
す
国
内
外
の
学
徒
の
聖
地
と
な
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
東
方
学
院
松
江
校
を
設
置
し
、
地
域
の
振
興
、
文
化
の
発
展
・
人
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
東
方
学
院
は
、
「
真
に
教
え
た
い
一
人
と
真
に
学
び
た
い
一
人
が
集
ま
れ
ば
学
院
は
成
り
立

つ
」
と
い
う
採
算
を
度
外
視
し
た
中
村
先
生
の
理
念
に
基
づ
き
、
現
代
の
寺
子
屋
と
し
て
出
発
し

た
。
松
江
校
も
、
こ
の
理
念
を
継
承
し
、
こ
の
四
月
に
は
、
松
江
近
辺
と
東
京
か
ら
の
約
二
十
名

の
「
真
に
教
え
た
い
」
と
の
願
い
を
持
っ
た
講
師
に
す
で
に
お
願
い
し
て
あ
り
、
「
真
に
学
び
た

い
」
研
究
会
員
（
受
講
生
）
を
募
集
中
で
あ
り
、
開
校
を
ま
つ
ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
来
る
八
月
三
十
一
日
（
土
）
と
九
月
一
日
（
日
）
に
は
、
中
村
元
東
方
研
究
所
は
、
ご

生
誕
一
〇
〇
年
記
念
の
一
環
と
し
て
、
中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文
化
研
究
所
と
の
共
催
で
、
日

本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十
四
回
学
術
大
会
を
松
江
に
招
致
す
る
。
六
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

こ
の
学
会
で
、
か
つ
て
今
ま
で
、
大
学
以
外
の
、
私
ど
も
の
よ
う
な
公
益
財
団
法
人
が
学
術
大
会

の
当
番
校
と
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
ま
た
来
年
に
は
、
ま
だ
日
程
は
未
定
で
あ
る
が
、
ご

生
誕
一
〇
〇
年
記
念
事
業
の
掉
尾
を
飾
る
も
の
と
し
て
、
比
較
思
想
学
会
の
学
術
大
会
を
も
松
江

に
招
致
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
中
村
元
生
誕
一
〇
〇
年
の
記
念
行
事
は
、
恙
な
く
成
功
裡
に
進
展
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
偏
に
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

 

理
事
長
ご
挨
拶
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島
根
県
松
江
市
八
束
町
に
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学
者
で

名
誉
市
民
の
故
中
村
元
博
士
（
一
九
一
二
～
一
九
九
九
）

が
生
誕
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
昨
年
一
〇

月
一
〇
日
に
、
「
中
村
元
記
念
館
」
が
市
八
束
支
所
内
に

開
館
し
た
。

　
博
士
が
ご
自
宅
（
東
京
都
杉
並
区
）
の
書
庫
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
三
万
余
冊
の
貴
重
な
蔵
書
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
蔵
書
の
ほ
か
に
も
、
直
筆
原
稿
、
日
記
、
愛
用
品
、

文
化
勲
章
賞
状
な
ど
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
博
士
の
全
蔵
書
は
、
昨
年
六
月
四
日
に
、
博
士
の
長

女
・
三
木
純
子
氏
と
次
女
・
三
好
慈
子
氏
よ
り
、
博
士
の

創
設
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
（
旧 

財

団
法
人
東
方
研
究
会
）
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の

度
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文

化
研
究
所
（
松
江
市
役
所
八
束
支
所
二
階
）
の
要
請
に
よ

り
、
中
村
元
東
方
研
究
所
か
ら
再
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

　
一
〇
月
一
〇
日
当
日
は
、
溝
口
善
兵
衛
・
島
根
県
知

事
、
松
浦
正
敬
・
松
江
市
長
、
古
瀬
誠
・
中
村
元
記
念

館
審
議
会
会
長
な
ど
地
元
の
経
済
人
を
は
じ
め
、
国
内

外
か
ら
研
究
者
や
宗
教
関
係
者
な
ど
約
五
〇
〇
余
名
が

集
ま
り
、
盛
大
な
開
館
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
ま

た
式
典
で
は
、
三
木
総
務
か
ら
蔵
書
な
ど
の
目
録
が
贈

呈
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
近
く
の
大
塚
山
公
園
で
は
記
念

碑
除
幕
と
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
た
。

　
記
念
館
で
は
、
中
村
博
士
が
設
立
し
た
「
東
方
学

院
」
の
松
江
校
を
こ
の
四
月
か
ら
開
校
す
る
。
本
校

は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
な
ど
東
洋
思
想
を

学
べ
る
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
、
注
目
を
集
め
て
い

る
。
記
念
館
は
、
中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文
化
研
究

所
（
清
水
谷
善
圭
理
事
長
）
が
管
理
、
運
営
に
あ
た

る
。
な
お
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
松
江
校
開
校
記
念
特
別

講
座
（
全
４
回
）
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
も
盛
況
の
う

ち
に
閉
幕
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
　
第
一
回
（
二
月

二
十
四
日
）
は
、

三
木
純
子
・
中
村

元
記
念
館
名
誉
館

長
に
よ
る
「
父
と

私
」
と
題
す
る
講

演
、
的
場
裕
子
・

日
本
女
子
体
育
大

学
名
誉
教
授
に
よ

る
ヴ
ィ
ー
ナ
演
奏
に
続
き
、
前
田
專
學
・
中
村
元
記
念

館
館
長
に
よ
る
「
来
日
前
の
ハ
ー
ン
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
」
と
題
す
る
講
義
。

　
第
二
回
（
三
月
一
〇
日
）
は
、
堀
内
伸
二
・
東
方
学

院
講
師
に
よ
る
「
禅
と
は
何
か
？ -

白
隠
禅
師
の
書
と
画

を
通
し
て-
」
と
題
す
る
講
義
。

　
第
三
回
（
三
月
二
十
四
日
）
は
、
山
本
ひ
ろ
子
・
和

光
大
学
教
授
に
よ
る
「
島
根
の
神
楽 -

大
元
神
楽
を
め

ぐ
っ
て-

」
と
題
す
る
講
義
。

　
第
四
回
（
三
月
三
十
一
日
）
は
、
宮
治
昭
・
名
古
屋

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
仏
像
の
誕
生
」
と
題
す
る
講

義
。
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「
東
方
学
院
松
江
校
開
校
を
迎
え
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

上
野
敬
子
（
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
四
月
よ
り
東
方
学
院
松
江
校
が
開
校
す
る
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
、
「
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
ね
。
」
と
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
々
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
中
村
元
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念
館
が
松
江
に
設
立
さ
れ
る
と
決
ま
っ
た
当
初
、
松
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
誉
市
民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
村
元
博
士
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
前
は
、
市
民
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
山
陰
中
央
新
報
で
の
連
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
松
江
市
の
広
報
へ
の
度
重
な
る
掲
載
を
始
め
、
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
、
中
村
博
士
は
今
で
は
す
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
も
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
際
、
何
を
し
て
い
る
の
か
尋
ね
ら
れ
、
中
村
博
士
の
名
前
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
運

転
手
さ
ん
は
即
座
に
「
中
村
元
！
あ
の
哲
学
者
の
？
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
元
で
は
、
ま
さ
に
「
時
の
人
」
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　
東
方
学
院
松
江
校
開
校
に
先
駆
け
て
、
二
年
前
の
二
〇
一
一
年
四
月
よ
り
前
田
先
生

の
ご
指
示
で
、
私
は
山
陰
中
央
新
報
文
化
セ
ン
タ
ー
で
東
方
学
院
講
師
と
し
て
講
座
を

開
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
六
か
月
の
入
門
・
初
級
講
座
を
行
な
い
、
今
日
ま
で

に
一
年
間
の
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
は
約
三
十
名
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
勉
強
熱
心

で
、
教
室
の
中
は
い
つ
も
意
欲
溢
れ
て
お
り
、

こ
ん
な
こ
と
が
勉
強
し
た
い
、
あ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
も
次
々
に
出
て
き

ま
す
。
皆
、
中
村
博
士
を
尊
敬
す
る
「
フ
ァ

ン
」
で
、
博
士
の
業
績
に
感
動
し
、
ブ
ッ
ダ

の
教
え
や
様
々
な
研
究
成
果
を
学
ぶ
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
る
、
共
に
「
道
を
歩
む
」
、

「
道
の
人
」
を
志
す
仲
間
で
す
。
記
念
館
の

松
江
設
立
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
以
来
、
オ

ー
プ
ン
を
心
待
ち
に
し
、
一
〇
月
二
日
の
蔵

書
搬
入
の
際
に
は
、
急
な
提
案
に
も
か
か
わ

ら
ず
七
人
の
方
が
本
の
お
出
迎
え
に
来
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
手
伝
い
た
い
け
ど
都
合
が

つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
方
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
方
々
は
、
中
村
元
記
念
館
に
と
っ
て
も
中
村
元

東
方
研
究
所
に
と
っ
て
も
宝
物
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

東
方
学
院
松
江
校
の
開
校
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
仲
間
が
今

後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
開
校
を
前
に
二
月
二
十
四
日
に
は
、
東
方
学
院
松
江
校
開

校
記
念
特
別
講
座
の
第
一
回
が
開
か
れ
、
前
田
專
學
先
生
、

三
木
純
子
先
生
、
的
場
裕
子
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
な
ら

び
に
ご
演
奏
を
な
さ
い
ま
し
た
。
聴
講
者
は
百
三
十
五
名
。

記
念
館
の
講
義
室
で
は
と
て
も
入
り
き
れ
ず
、
急
き
ょ
記
念

館
の
隣
に
あ
る
八
束
町
公
民
館
を
お
借
り
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
遠
く
大
阪
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
方
、
当
日
偶
然
前

を
通
り
か
か
り
、
聴
講
し
て
も
よ
い
で
す
か
？
と
来
て
く
だ

さ
っ
た
方
、
公
民
館
の
広
い
会
場
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
用

意
し
て
い
た
東
方
研
究
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
す
べ
て
な
く

な
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、

溝
口
島
根
県
知
事
ご
夫
妻
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
松
江
に
い
て
実
感
す
る
の
は
、
地
元
の
人
々
の
中
村
先
生

と
東
方
研
究
所
・
東
方
学
院
に
対
す
る
期
待
で
す
。
そ
し
て

期
待
し
て
く
だ
さ
る
方
々
は
、
皆
さ
ん
何
か
し
ら
の
願
い
や

希
望
を
、
記
念
館
・
東
方
学
院
松
江
校
に
対
し
て
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
方
々
の
思
い
を
理
解
し
、
そ
の
声

に
耳
を
傾
け
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
、
記
念
館
な
ら

び
に
東
方
学
院
松
江
校
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
冒
頭
に
、
中
村
博
士
は
す
っ
か
り
有
名
人
で
「
時
の
人
」
で
あ
る
と
書
き
ま
し
た

が
、
一
般
に
は
博
士
の
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
で
は
中
村
博
士
が
「
何
を
し
た
か
」

と
な
る
と
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
「
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た

と
い
う
だ
け
で
、
内
容
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」
と
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
輝
か
し
い
経
歴
や
受
賞
歴
、
膨
大
な
研
究
業
績
の
す
ば
ら
し
さ
は
勿
論
で
す
が
、

「
中
村
フ
ァ
ン
」
に
な
ら
れ
る
方
々
が
魅
か
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
中
村
博
士
の
果

た
さ
れ
た
「
研
究
内
容
」
や
博
士
ご
自
身
の
「
考
え
方
」
で
す
。
こ
う
し
た
博
士
の
魅

力
を
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
魅
力

が
十
分
伝
わ
っ
た
な
ら
、
博
士
が
い
つ
ま
で
も
「
時
の
人
」
で
あ
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  「道の人」を志す仲間
記念館にて蔵書のお出迎え　

中村元記念館の門柱の除幕を見守る参列者記念式典の参列者
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    会員参加へのお願い

　当研究所では各種会員制度を設け、随時募集いたしております。会員には、機関誌『東方』をはじめと
する各種情報の提供が受けられる普通会員と、当研究所への支援を主な目的とする賛助会員、ならびに維
持会員がございます。

  ◇ 普通会員 ◇　年会費 ７千円
　　普通会員の皆様には、毎年一回発行される機関誌『東方』の他、当研究所主催の各種行事および会合
　　等に関するご案内をお送りいたしております。

  ◇ 賛助会員・維持会員 ◇　賛助会費 １口 １万円 ・維持会員 １口 ５万円
　　当研究所では賛助会員ならびに維持会員を募集いたしております。当研究所の趣旨にご賛同頂ける皆
　　様からのご協力をお待ちいたしております。なお、募金の趣旨をご理解の上、できうるかぎり複数口
　　のお申し込みを賜りたく存じます。なお、当研究所は、内閣総理大臣から「公益財団法人」として認
　　可を受けておりますので、ご寄付金額が２千円を超える場合には、その超えた金額が所得控除の対象
　　となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　＊ 詳細は公益財団法人中村元東方研究所事務局までお問い合わせください。

東
方
だ
よ
り  

第
二
十
一
号
（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
）

編
集
／
発
行 

公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所

【
事
務
局
】
〒
一
〇
一
‐
〇
〇
二
一

千
代
田
区
外
神
田
二
ー
十
七
ー
二  

延
寿
お
茶
の
水
ビ
ル
四
階

　
　
　
　
　 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三
ー
三
二
五
一
ー
四
〇
八
一

公益財団法人中村元東方研究所からのお知らせ

 　

　　　　 　　公益財団法人の認定

　この度、かねてより努めてまいりました公益財団法人の申請が、内閣
府より平成2 4 年6 月2 7 日付けで認可されました。これに伴い、7 月2 日付
けをもちまして、従来の「財団法人東方研究会」より「公益財団法人中
村元東方研究所」へと名称を変更することになりました。
　これはひとえに皆様方のご支援ご指導のたまものと衷心よりお礼を申
し上げます。
　これを機に中村元博士の創設の原点に立ち戻り、生きた学問としての
東洋思想の研究およびその成果の普及に、より一層精進してゆく所存で
ございます。今後とも温かいご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上
げます。

     公益財団法人 中村元東方研究所   
　　　　　　　 　　　　 　　  　　理 　　  事     　 長　  前田專學
　　　　　　　　　　 　 　　　     常 　 務　  理  　事     奈良康明
　　　　　　　　　　  　　　　     常務理事・事務局長　  丸井　浩
                                                                                                                                                   （平成２５年４月１日付）

　
　

　
　

　
   

                      　　　ホームページのご案内（ h t t p : / / w w w . t o h o . o r . j p  ）
　

　

・当研究所の目的・理念・歩み
・中村元博士の略歴・業績・著作文献目録
・東方学院（開講科目、講師紹介、著書紹介）
・当研究所（研究成果、研究員紹介、著書紹介）
・公開講座、イベントのお知らせ
・リレーエッセイ
・チャットの広場
・パブリックリレーションズ　等

　　　　様々な情報が随時公開されていますので、是非ともご覧ください。


